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鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会(

会
長
：
立
石
博
文)

は
、
解
散
総
会
と
一
般
社
団
法
人
の
設
立
総
会
を
代
議
員
や

役
職
員
80
名
が
出
席
し
て
５
月
27
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
。
満
場
一
致
で
「
一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
」
の
設
立
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
内
に
お
け
る
勤
労
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
併
せ
て
勤

労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
団
体
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
組
織
と
し
て
「
一
般

社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、

任
意
団
体
と
し
て
の
53
年
８
カ
月
の
歴
史
に
区
切
り
を
つ
け
解
散
し
ま
し
た
。

　

設
立
後
の
新
理
事
長
に
は
、
東
幸
也
氏(

連
合
鹿
児
島
会
長)

を
選
出
し
ま
し
た
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　

１
９
５
３（
昭
和

28
）
年
の
出
来
事
と

し
て
、
３
月
の
吉
田

首
相
（
当
時
）
の
衆

院
予
算
委
で
の
暴
言

に
よ
る
衆
議
院
の
い
わ
ゆ
る
「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
解
散
」、
７
月
の
朝
鮮
戦
争

の
休
戦
協
定
締
結
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
８
月
に
は
、
労
働
界
が
待
ち
望

ん
だ
労
働
金
庫
法
が
成
立
し
、
12
月

25
日
に
は
悲
願
で
あ
っ
た
奄
美
の
日

本
復
帰
が
実
現
し
た
。
今
年
は
節
目

の
60
年
目
に
当
た
る
。
▼
何
の
因
果

か
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
の
世
代

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
無
年
金
時
代
が
到

来
す
る
。
今
後
段
階
的
に
移
行
し
、

平
成
38
年
（
女
性
は
五
年
遅
れ
）
か

ら
は
、
基
礎
年
金
、
報
酬
比
例
部
分

と
も
完
全
に
65
歳
か
ら
の
支
給
と
な

る
。
定
年
延
長
の
流
れ
を
含
め
ま
す

ま
す
自
助
の
重
要
度
が
増
す
。
▼
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
と
、
60
歳

の
平
均
余
命
は
男
性
23
年
、
女
性
28

年
と
さ
れ
る
。
老
後
の
収
入
は
厚
生

年
金
モ
デ
ル
支
給
で
月
額
約
23
万

円
（
厚
労
省
調
）
だ
が
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
の
た
め
に
は
約
38
万
円
が
必

要
（
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
調
）

と
さ
れ
、
そ
の
差
も
大
き
い
。
▼
現

在
の
公
的
年
金
制
度
は
「
世
代
間
扶

養
」（
支
給
を
現
役
世
代
の
保
険
料

で
賄
う
仕
組
）
で
あ
り
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
っ
て
は
先
が
見
え
に

く
い
。
こ
れ
以
上
の
福
祉
の
後
退
を

許
さ
な
い
社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

県
内
の
全
て
の
勤
労
者
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
て

　
　

県
労
福
協
を
、
一
般
社
団
法
人
化

東幸也新理事長

　

県
労
福
協
53
回
定
期
総
会
（
解
散

総
会
）
で
、
任
意
団
体
の
県
労
福
協

の
解
散
と
財
産
の
一
般
法
人
へ
の
移
行

を
承
認
し
た
後
、引
き
続
き
一
般
社
団

法
人
の
設
立
総
会
を
開
催
、
法
人
設

立
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

は
、
鹿
児
島
県
下
に
お
け
る
労
働
者

福
祉
の
増
進
と
社
会
保
障
確
立
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
５
９

年
（
昭
和
34
年
）
９
月
12
日
に
労
働

金
庫
、学
校
生
協
、県
職
生
協
、そ
れ

に
15
の
労
働
組
合
で
県
労
働
者
福
祉

対
策
協
議
会
（
福
対
協
）
と
し
て
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
鹿
児
島
県
下
に
お
け
る

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
中
核
と
し

て
、
労
働
団
体
や
福
祉
団
体
、
生
協

連
、
市
民
団
体
と
の
「
か
す
が
い
役
」

に
徹
し
な
が
ら
、
県
下
の
勤
労
者
の

福
祉
活
動
の
前
進
の
た
め
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
福
祉
運
動
の

更
な
る
充
実
・
強
化
を
は
か
る
た
め

に
、
４
月
12
日
に
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
ま
し
た
。

■
法
人
化
し
た
目
的
■

　

県
内
の
全
て
の
勤
労
者
を
対
象
に

事
業
拡
大
を
目
指
す
県
労
福
協
に

と
っ
て
、一
般
社
団
法
人
と
し
て
の

「
社
会
的
信
用
の
増
加
」、「
団
体
名

に
よ
る
登
記
」、「
事
業
受
託
の
拡
大
」

そ
れ
に
「
受
託
事
業
」
な
ど
に
よ
る

事
業
拡
大
を
考
え
て
法
人
化
し
ま
し

た
。

　

事
業
拡
大
に
向
け
て
は
、
生
活
支

援
事
業
、
就
職
・
自
立
支
援
事
業
、

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
個
々
の
事
業

に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
О
や
福
祉
団
体
と
も

連
携
し
、
県
労
福
協
の
体
制
強
化
を

図
っ
た
う
え
で
、
行
政
か
ら
の
事
業

受
託
を
目
指
し
事
業
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
化
を
契
機
に
、
同
種

の
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
「
一
般

財
団
法
人
鹿
児
島
県
勤
労
者
福
祉
基

金
協
会
」
と
「
県
労
福
協
」
は
現
在
、

県
労
福
協
を
存
続
法
人
と
し
て
合
併

へ
向
け
た
準
備
作
業
を
合
併
準
備
委

員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。
合
併
に
よ

る
財
政
基
盤
の
更
な
る
充
実
と
、
組

織
体
制
の
整
備
・
強
化
に
よ
る
事
業

の
拡
充
を
は
か
り
、
広
く
県
内
の
勤

労
者
へ
の
自
主
福
祉
事
業
の
啓
発
活

動
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

設
立
年
度
の
役
員
選
出
が
行
わ

れ
、
設
立
総
会
で
理
事
18
名
、
監
事

２
名
の
立
候
補
者
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
後
の
理
事
会
で
副
理
事
長
以
下
の

四
役
は
、次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

副
理
事
長
：
押
川
浩
一
郎
（
九
州

労
金
鹿
児
島
県
本
部
長
）、立
石
博
文

（
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
長
）、
専
務

理
事
：
満
留
幸
一
郎
（
員
外
）、
常
務

理
事
：
東
健
一
郎
（
連
合
鹿
児
島
事

務
局
長
）

設立について熱心に討議した総会
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第
１
回
推
進
委
員
会
・
運
営
委
員
会

合
同
会
議

鹿
児
島
県
本
部

　

鹿
児
島
県
本
部
５
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
５
月
22
日
、２
０
１
３
年
度

第
１
回
九
州
労
働
金
庫
鹿
児
島
県
本

部
推
進
委
員
会
・
運
営
委
員
会
合
同

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
平
山
県
本
部
推
進
委
員
長

を
議
長
に
選
出
し
、
議
題
を
①
経
過

に
つ
い
て
②
２
０
１
２
年
度
末
概
況

及
び
重
点
課
題
の
取
り
組
み
結
果
に

つ
い
て
③
２
０
１
３
年
度
県
本
部
営

業
推
進
方
針
に
つ
い
て
④
２
０
１
３

年
度
九
州
推
進
会
議
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
⑤
７
月
末
に
向
け
た
取
り
組

み
展
開
に
つ
い
て
⑥
第
13
回
通
常
総

会
に
つ
い
て
⑦
そ
の
他
、
と
し
て
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
⑤
の
７
月
末
に
向
け
た
一

時
金
の
結
集
並
び
に
カ
ー
ラ
イ
フ

ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
２
０
１
３

年
７
月
末
ま
で
）
等
の
取
り
組
み
展

開
に
つ
い
て
、
県
本
部
推
進
委
員
会

の
山
下
事
務
局
長
よ
り
提
案
が
あ

り
、
全
体
で
共
有
し
た
上
で
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
題
に
つ
い
て
提
案
通
り

の
内
容
に
て
、２
０
１
３
年
度
の
取

り
組
み
展
開
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
鹿
児
島
県
本
部

に
お
い
て
は
特
に
融
資
伸
長
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
県
本
部
、
支
店
、
及
び
推

進
委
員
会
・
運
営
委
員
会
が
連
携
を

密
に
し
、
直
面
す
る
課
題
の
克
服
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、助
成
対
象
の
10
団
体
、

今
回
の
応
募
団
体
ほ
か
、
第
９
回
の

助
成
団
体
や
、
鹿
児
島
県
社
会
福
祉

協
議
会
、
鹿
児
島
県
協
働
活
動
促
進

課
を
始
め
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活

動
を
応
援
さ
れ
る
公
的
機
関
の
方
々

な
ど
、
総
勢
43
名
の
方
に
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　

平
井
審
査
委
員
長
（
鹿
児
島
大
学

法
文
学
部
長
）
か
ら
は
、「
応
募
団

体
の
所
在
地
区
の
偏
り
が
見
ら
れ
た

こ
と
は
残
念
だ
が
、
今
回
の
応
募
団

体
も
甲
乙
付
け
が
た
く
、
審
査
の
最

終
段
階
で
は
非
常
に
頭
を
悩
ま
せ

た
。
私
自
身
も
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

学
生
と
の
連
携
も
視
野
に
模
索
し
て

い
る
。
今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
公
共
性
と
そ

の
活
動
の
重
要
度
は
ま
す
ま
す
高
く

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
引
き
続

き
、活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
欲
し
い
」

と
し
た
趣
旨
の
講
評
を
頂
き
ま
し

た
。
後
半
の
交
流
会
で
は
、
参
加
者

よ
り
、「
今
回
の
助
成
に
よ
り
活
動

挨拶する平山会長

提案する山下事務局長

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た

鹿
児
島
県
本
部

　

鹿
児
島
県
本
部
５
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
５
月
24
日
、
第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
」「
次
年
度
は
是
非

助
成
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
年
度

も
が
ん
ば
っ
て
活
動
し
ま
す
！
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第10回フォ―ラム参加者のみなさん

講評される平井審査委員長

　

姶
良
市
役
所（
本
庁
２
号
館
東
側
）

に
ろ
う
き
ん
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
設
置
さ
れ
、

６
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
８
時
の
稼
働
開
始
に
合

わ
せ
、
推
進
委
員
会
・
会
員
の
代
表

お
よ
び
県
本
部
長
が
、
開
設
を
祝
し

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
設
置
は
、
加
治
木
支
店
の
霧
島

市
国
分
へ
の
移
転
に
伴
い
、
霧
島
市

役
所
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
７
月
26
日
廃
止
）
を

前
倒
し
で
移
設
し
た
も
の
で
す
。
従

来
の
セ
ブ
ン
銀
行
等
の
提
携
制
度
に

加
え
、
さ
ら
に
地
域
会
員
の
利
便
性

６
月
３
日
、
姶
良
市
役
所
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
�

　

加
治
木
支
店

向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。

新ＡＴＭのブース前にてテープカット

　

来
る
６
月
24
日
（
月
）
に
、
労
働

金
庫
法
、
定
款
お
よ
び
総
会
の
構
成

に
関
す
る
規
約
に
基
づ
き
、
九
州
労

働
金
庫
第
13
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
す
。開
催
要
領
概
要
は
次
の
通
り
。

第
13
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す

九州労働金庫第13回通常総会開催要領
　労働金庫法、定款および総会の構成に関する規約
に基づき、下記のとおり第13回通常総会を開催しま
す。
１．招　　集
　定款第25条に基づき、理事長が招集する。
２．開催日時
　2013年６月24日(月) 午後１時00分から
３．会　　場
　アクロス福岡 地下２階 ｢イベントホール｣
　福岡市中央区天神１－１－１  TEL 092－725－9113

　（以下省略）
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４
位　

立
山
松
義
（
鹿
児
島
市
Ｅ
）	

37
打

５
位　

松
林
勝
三
（
鹿
児
島
市
Ｂ
）	

38
打

Ｂ
Ｂ
賞　

内
屋
咲
子
（
日
置
市
Ｂ
）

ツ
カ
エ
ル
ホ
イ
ッ
ス
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

鹿
児
島
支
店

　

武
小
学
校
の
学
童
保
育
に
５
月
23

日
、
ツ
カ
エ
ル
ホ
イ
ッ
ス
ル
１
０
０

個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ツ
カ
う
場
面

は
無
い
ほ
う
が
い
い
け
れ
ど
、『
い

ざ
と
い
う
時
に
ツ
カ
エ
ル
ホ
イ
ッ
ス

ル
』。
子
供
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

種
子
島
支
店
２
階
会
議
室
に
お
い

て
５
月
24
日
、
種
子
島
地
区
推
進
委

員
会
・
会
員
全
体
会
議
を
、
５
月
30

日
に
海
舟
に
お
い
て
屋
久
島
地
区
推

進
委
員
会
・
会
員
全
体
会
議
を
、
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
両
推
進
委

員
会
と
も
に
、
議
案
通
り
の
内
容
で

推
進
方
針
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
屋
久
島
に
お
い
て
は
、
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
る
通
帳
記
帳
機
の

設
置
に
関
す
る
強
い
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
議
終
了
後
、
永

年
、
会
員
推
進
機
構
の
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
計
屋
正
人
推

進
委
員
長
（
屋
久
島
町
職
）
の
表
彰

を
行
い
、「
こ
れ
で
お
し
ま
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
引
き
続
き
ろ
う

き
ん
運
動
の
発
展
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

し
た
！　

何
の
…
�　
「
ロ
ー
ド
ス

イ
ー
パ
ー
の
」
で
す
。
会
員
の
み
な

さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
ご
来
店
頂
け
る

よ
う
、
昨
年
導
入
し
ま
し
た
。
鹿
児

島
市
内
を
中
心
に
、
桜
島
の
降
灰
に

悩
ま
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
フ
ル
回
転
で
大
活
躍
し

て
く
れ
そ
う
な
予
感
が
…
。

　

し
か
し
、
活
躍
の
機
会
は
少
な
い

方
が
い
い
も
の
で
す
。

いざというときに備えて。
こどもたちもにっこり笑顔

第
１
回
推
進
委
員
会
・
店
会
員
全
体
会
議
を

開
催
し
ま
し
た

種
子
島
支
店

屋久島地区推進委員会にて
提案する、今村課長

永年功労者表彰を受ける計屋推進委
員長（左）と、牧野支店長（右）

今
年
も
こ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

鹿
児
島
支
店

”へ（火山灰）”の対策に余念がない、
松田係長（右）と東郷職員（右）

れ
た
懇
親
会
の
場
で
、
永
年
、
会
員

推
進
機
構
の
発
展
に
ご
尽
力
頂
い
て

い
る
松
元
勇
副
推
進
委
員
長
（
大
隅

ブ
ロ
ッ
ク
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
）
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
松

元
副
推
進
委
員
長
か
ら
は
、「
自
分

自
身
も
ろ
う
き
ん
の
商
品
を
利
用
す

る
こ
と
で
助
け
て
も
ら
っ
た
労
働
者

の
一
人
。
働
く
者
の
力
で
作
ら
れ
た

ろ
う
き
ん
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

続
け
た
い
」
と
し
た
趣
旨
で
の
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

第
１
回
推
進
委
員
会
・
店
会
員
全
体
会
議
を

開
催
し
ま
し
た

鹿
屋
支
店

　

ホ
テ
ル
大
蔵
２
階
会
議
室
に
お
い

て
５
月
29
日
、
鹿
屋
支
店
推
進
委
員

会
・
店
会
員
全
体
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

特
徴
的
な
意
見
と
し
て
、
木
曜
日

の
支
店
で
の
時
間
外
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、「
会
員
の
職
場
で
も
開
催
し

て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
行
な
わ

鹿屋支店推進委員会の様子永年功労者表彰を受ける松元副推進委
員長（左）と、津曲推進委員長(右）

　

鹿
児
島
支
店
の
５
月
27
日
の
朝

（
開
店
前
）
の
風
景
で
す
。
つ
い

に
今
年
も
出
番
が
や
っ
て
参
り
ま
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２
０
１
3
年
度
各
地
域
推
進
委
員
会

開
催
の
ご
案
内

　

２
０
１
3
年
度
の
積
極
的
な
活
動

を
目
指
し
、
各
地
域
推
進
委
員
会
を

左
表
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

各
協
力
団
体
等
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

開催日 開始時間 地域推進委員会名 場　　所
６月18日 火 18：30 大隅地域推進委員会 ホテル大蔵
６月20日 木 18：30 鹿児島地域推進委員会 全労済会館
６月25日 火 18：30 姶良・伊佐（姶良）地域推進委員会 隼人教育会館
６月26日 水 18：30 熊毛（種子島)地域推進委員会 労金種子島支店

６月27日 木 18：00 熊毛（屋久島）地域推進委員会 屋久島商工会議所
宮之浦本所

６月28日 金 18：30 北薩地域推進委員会 労金川内支店
７月１日 月 18：00 奄美（奄美）地域推進委員会 労金大島支店
７月２日 火 18：00 奄美（徳之島）地域推進委員会 労金徳之島支店
７月３日 水 18：30 南薩地域推進委員会 労金加世田支店
７月４日 木 18：00 姶良・伊佐（伊佐）地域推進委員会 労金大口支店

第
４
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議

― 

共
済
事
業
の
拡
大
に
向
け
て 

―

　

第
４
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
を
２
０
１
３

年
5
月
15
日
（
水
）
に
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
4

階
大
会
議
室
に
て
開
催
し
、連
合
鹿
児
島
お
よ
び
20

産
別
・
単
組
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
第
１
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
」

に
て
確
認
さ
れ
た
、『
①
統
一
的
な
要
請
事
項
』『
②

各
産
別
・
単
組
の
実
情
に
応
じ
た
個
別
要
請
事

項
』
に
つ
い
て
、
各
産
別
の
取
り
組
み
状
況
並
び

に
取
り
組
み
実
績
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
2
名
の
代
表
者
か
ら
、
出
身
産
別(
単
組)

の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
と
、
労
働
組
合
に
お

け
る
共
済
事
業
の
拡
大
の
重
要
性
お
よ
び
今
後
の

継
続
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
２
０
１
３
年
度
に
向
け
て
、
更
な
る

「
共
済
事
業
の
拡
大
」
を
目
指
す
た
め
に
、
具
体

的
な
協
力
要
請
事
項
に
対
す
る
継
続
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
産
別
・
単
組
を
代
表
し
て
、
二
産
別
よ
り
、

産
別
お
よ
び
出
身
単
組
で
の
取
り
組
み
状
況
を
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

２
０
１
３
年
度
の
具
体
的
な
協
力
要
請
の
取
り
組
み 

【
各
議
題
】

⑴
各
産
別
・
単
組
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り

組
み
報
告

⑵
各
産
別
・
単
組
の
実
績
お
よ
び
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

⑶
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
２
０
１
３
年
度
活

動
計
画(

素
案)

⑷
第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で
の
推
進
活
動(

経

過
報
告)

⑸｢

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
２
０
１
３
年
度

活
動
計
画(

素
案)

に
も
と
づ
く
具
体
的
な

協
力
要
請

⑹
次
期(

２
０
１
３
年
度)

構
成
員
選
出
の
お

願
い

⑺
そ
の
他

　

①
団
体
生
命
共
済
制
度
改
定

　

②�

県
労
福
協
次
世
代
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【
自
動
車
総
連
】

柏
木　

敏
郎　

鹿
児
島
地
協
議
長

　
「
Ｃ
Ｎ
Ｄ
南
九
州
支
部
に
お
け
る
全
労
済

　
　
　

セ
ッ
ト
共
済
一
律
等
の
提
案
」

【
紙
パ
連
合
】
中
越
パ
ル
プ
労
組
川
内
支
部

　
　
　
　
　
　

    

中
尾　

慎
一
郎　

支
部
長

　

｢

中
越
パ
ル
プ
労
組
川
内
支
部
の
取
り
組
み
」

立石本部長挨拶

熱心に聞き入る場内

⑴
統
一
的
な
取
り
組
み
要
請
事
項

　

①
自
賠
責
共
済
の
推
進

　

②�

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検

運
動
の
取
り
組
み

　

③
機
関
紙
へ
の
掲
載

　

④�

産
別
傘
下
・
関
係
組
織
未
加
入
団
体
の

紹
介

⑵�

各
産
別
・
各
単
組
の
実
情
に
応
じ
た
個
別

要
請
事
項

　

①�

産
別
傘
下
・
関
係
組
織
未
加
入
団
体
の

紹
介

　

②
産
別
傘
下
・
関
係
組
織
へ
の
共
済
の

　
　

利
用
推
進

　

③
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

　

④�

団
体
生
命
共
済
一
律
保
障
増
口
提
案
活

動
の
推
進

　

⑤
若
年
層
・
離
退
職
者
へ
の
推
進

　

⑥
マ
イ
カ
ー
共
済
の
推
進

　

⑦
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共
済
の
推
進

　

⑧
組
合
員
以
外
の
方
へ
の
共
済
の
紹
介

　

⑨
組
合
主
催
行
事
へ
の
全
労
済
の
参
加

　

今
後
も
左
記
の

協
力
要
請
事
項

に
つ
い
て
、
引
き

続
き
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
右
線
は
新
た
に

追
加
し
た
内
容
で

す
。）

 

各
産
別
・
単
組
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
報
告 
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【講演「最近の異常気象について」のポイント】
　①身を守るための3要素の意識
　　（被害のイメージ化、危険察知、非難の決断）
　②�気象情報の確実な入手（気象庁ＨＰ、携帯電話

等）
　③�状況に即した、避難先への移動（避難先事前確

認）

　

｢

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う｣

で
は
、｢

地
域
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る｣

と
い

う
観
点
か
ら
、
毎
月
週
１
回
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
な

ど｢

わ
た
し
ス
タ
イ
ル
塾(

各
種
セ
ミ
ナ
ー
）｣

を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

｢

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
か
ご
し
ま｣

ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

✿
❀ 「
わ
た
し
ス
タ
イ
ル
塾
」の
ご
案
内 

❀
✿

開催日 講　座　内　容 講　　師 講座料金

７月２日（火）
10時～12時

夏を楽しむ浴衣美人入門～着崩れない浴衣の着
付けポイント～
自分で着付ける浴衣の綺麗ポイント学びます。
※浴衣一式はご持参ください。

キモノスタイル綺綸堂 店主
岩下 淳子

2,000円（資
料代、お茶・
お菓子代込）

７月９日（火）
10時～12時

自分を癒す経絡マッサージ～膝の痛み解消～
歩くのが辛い膝の痛み。自分でケアするマッサー
ジで、どんどん歩ける喜びを。

NPO法人らくらく理事長
中村 雪子

2,000円（資
料代、お茶・
お菓子代込）

７月16日（火）
10時～12時

スタイリッシュレッスン～ウォーキング＆
ファッションアドバイス～
美しい姿勢の歩き方、身のこなしでワンランク
アップの大人に。

ファッション＆ウォーキン
グディレクター

赤岩 広志

2,000円（お
茶・お菓子代
込）

７月23日（火）
10時～12時

輝く私のカラーレッスン～スタイルアップ配色
レッスン～
スタイルよく見えるには、ちょっとしたコツがあ
ります。ポイントを知って、スタイルアップ♪

Color Qualia代表
小浜田 倫子

2,000円（資
料代、お茶・
お菓子代込）

2013年７月の講座

お問い合わせ・ご連絡先

営業時間

鹿児島市城南町７-28
  ０１２０-０７０-４７７

平　日　 ９時～ 18時
土曜日　10時～ 16時
　　　　（日・祝日は休業）

●

● ●

●

全
労
済

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島

〒

ＰＣデポ

ガスト

エルグ

城南小

駐車場完備

↑ 

い
づ
ろ

225

場所／全労済ぐりんぼう鹿児島　４階会議室　　住所／鹿児島市城南町７－28　※駐車場完備
お申し込み・お問い合わせ先／〔ワーク・ライフ・バランスかごしま〕　TEL：090－8228－6649（担当：平野）
　※希望される講座をお申し込みください。（１回のセミナーから受講いただけます。）
　※講座料金には材料費・資料代・お茶代・お菓子代が含まれています。
　※定員が５人に満たない場合は中止させていただく場合がありますのでご了承ください。

「
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ 

ｉ
ｎ 

鹿
児
島
」
開
催
報
告

【講演「東日本大震災から学ぶ大切な命を守るため
の防衛対策」のポイント】
　①大規模災害を想定した、「自助・共助」の自覚
　②地震に強い建物での生活
　③�生活再建の厳しさの認識（貯蓄・保障内容の見

直し）
　④�室内ではできるだけ物を減らし、家具の配置の

見直し

国崎　信江　氏
危機管理アドバ
イザー。危機管
理教育研究所代
表。生活者の視
点で防災・防
犯・事故防止対
策を提唱してい
る。

前田　一郎　氏
温厚な語り口が
特徴的な鹿児島
県下で最も親し
み深いＭＢＣの
「気象予報士」。
最近は講演活動
も。

　

２
０
１
３
年
5
月
11
日(

土)

に
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
に
て
、
各
協
賛
団
体
、
後
援
（
内
閣
府
、

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
）、
お
よ
び
各
協
力
団
体
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、｢

ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ 

in 

か
ご
し
ま｣

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
著
名
な
2
人
の
講
師
か
ら
「
防
災
・
減
災
」

に
関
す
る
講
演
を
い
た
だ
き
、
約
２
５
０
人
の
来
場
者
か

ら
好
評
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

※�

ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
と
は
、
内
閣
府
が
社
会
全
体
の
防

災
力
向
上
や
国
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
推

進
し
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

ご
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
紹
介

　

ご
来
場
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
多
く
の
方
々
か

ら
「
講
演
内
容
に
満
足
し
た
」
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
の
ご
紹
介

　
「
防
災
・
減
災
」
を
テ
ー
マ
に
お
二
人
の
講
師
か
ら
貴
重
な
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
い
い
機
会
と
な
っ

た
。」
等
の
声
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

※�アンケートの設問は、「５段階評価」として
います。（「大変良い」「良い」「普通」「悪い」
「大変悪い」）

Ｑ） 講演内容は満足いただけましたか？

多くの方々から

「満足の声」を

いただくことが

できました。

普通
9%

大変
良い
62%

良い
29%

※アンケートの設問は、「５段階評価」としています。

（「大変良い」「良い」「普通」「悪い」「大変悪い」）
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実
際
は
う
つ
症
状
を
伴
う
ほ
か

の
精
神
疾
患
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
精
神
疾
患

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ　

対
人
不
安
が
強
い
タ
イ

プ
で
は
、
親
し
い
人
た
ち
や
家

族
の
中
で
は
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
障
害
と
い
う
発
達
障

害
が
あ
る
場
合
は
、
空
気
が
読

め
ず
、柔
軟
な
対
応
が
苦
手
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
合
理
的
な

判
断
を
し
が
ち
で
す
。

　

Ｑ　

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の

疾
患
が
あ
る
の
で
す
ね
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
。
発
達
障
害

の
場
合
は
、
自
分
に
合
っ
た
仕

事
で
は
能
力
を
発
揮
し
ま
す

が
、
合
わ
な
い
と
不
適
応
を
起

こ
し
、
う
つ
状
態
に
な
り
や
す

い
で
す
。
好
き
な
こ
と
を
し
て

い
る
と
き
は
元
気
な
の
で
誤
解

さ
れ
が
ち
で
す
。
う
つ
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
「
う
つ
病
だ
」

と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
熱

が
あ
る
人
が
す
べ
て
風
邪
で
は

な
い
よ
う
に
、
う
つ
状
態
だ
か

ら
と
い
っ
て
う
つ
病
で
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
精
神
的
不
調

の
原
因
を
す
べ
て
う
つ
病
と
し

て
み
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｑ　

最
近
、「
新

型
う
つ
」
と
い
う
名

前
を
よ
く
聞
き
ま

す
。

　

Ａ　

医
学
的
に
は

正
式
な
診
断
名
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ

症
状
を
伴
う
職
場
へ

の
不
適
応
状
態
を
指

し
ま
す
。

　

Ｑ　

ど
ん
な
症
状

で
す
か
。

　

Ａ　

職
場
や
仕
事

内
容
、
職
場
の
人
間

関
係
に
う
ま
く
適
応

で
き
ず
、落
ち
込
み
、

や
る
気
や
意
欲
の
低

下
な
ど
の
い
く
つ
か

小型家電リサイクル制度

　

友
の
会
に
昭
和
59
年
に
入
会
。
年

金
を
労
金
に
お
願
い
し
て
29
年
。
私

も
86
才
。
い
や
、も
う
す
ぐ
87
才
に

な
り
ま
す
。
毎
度
、年
金
支
給
日
に

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
金
庫
の
皆

様
方
も
お
元
気
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
薩
摩
川
内
市
・
男
性
）

　

国
鉄
闘
争
が
終
結
し
て
３
年
が
た

ち
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、２
カ
所

の
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
す
が
、安
倍
政
権
の
右
傾
化
に
は
腹

が
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
す
。

（
霧
島
市
・
男
性
）

　

給
料
が
ど
ん
ど
ん
下
が
り
ま
す
。
物

価
も
水
光
熱
費
も
消
費
税
も
上
が
っ
て

い
く
の
に
…
。
こ
れ
で
は
、
県
の
職
員

に
な
ろ
う
と
い
う
人
も
減
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
目
先
の
事
で
は
な
く
、
人
材

確
保
と
い
う
長
期
的
展
望
で
判
断
し
て

く
だ
さ
い
、知
事
さ
ん
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

４
コ
マ
も
の
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
「
内
部
留
保
」
な
る
語
句
が
誌

上
に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
表
れ
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
で
す
。
経
営

の
イ
ロ
ハ
な
ん
で
し
ょ
う
が
…
。
機
会

が
あ
っ
た
ら
解
説
を
お
願
い
で
き
れ
ば

有
難
い
で
す
。

（
奄
美
市
・
男
性
）

　

朝
・
夕
方
と
だ
い
ぶ
過
ご
し
や
す

い
時
期
と
な
り
散
歩
に
は
最
高
で

す
。
適
度
な
運
動
は
大
事
で
す
よ
ね
。

（
肝
属
郡
東
串
良
町
・
女
性
）

　

今
年
も
各
種
保
険
、全
労
済
を
利

用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。何
と
い
っ

て
も
格
安
。
税
金
値
上
が
り
や
消
費

税
値
上
げ
の
こ
の
時
期
、最
高
の
買

い
も
の
で
し
た
。（

鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

自
分
が
う
つ
病
な
の
で
「
あ
な
た

の
こ
こ
ろ
大
丈
夫
？
」
の
よ
う
な
心

の
病
気
の
記
事
の
掲
載
が
多
く
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。（

日
置
市
・
男
性
）

　

ク
イ
ズ
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

頭
の
勉
強
に
な
り
ま
す
。
今
後
共
よ

ろ
し
く
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

認
定
す
る
業
者
を
通
じ
て
、
小
型
家

電
か
ら
貴
金
属
な
ど
が
取
り
出
さ

れ
、
メ
ー
カ
ー
が
再
利
用
す
る
仕
組

み
で
す
。
特
に
携
帯
電
話
に
は
、
20

種
類
以
上
の
レ
ア
メ
タ
ル
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
リ
サ
イ

ク
ル
制
度
の
発
足
が
急
が
れ
て
い
ま

し
た
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
小
型

家
電
を
自
治
体
が
回
収
し
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
貴
金

属
や
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少

金
属
）
な
ど
を
取
り
出
し

て
再
利
用
す
る
制
度
が
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

従
来
の
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
で
回
収
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
や

テ
レ
ビ
な
ど
４
品
目
を
除

く
、
ほ
ぼ
全
て
の
家
電
が
対

象
。
新
制
度
へ
の
参
加
は
自
治
体
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
自
治
体
が
住
民
か
ら
小

型
家
電
を
原
則
無
料
で
回
収
。
国
が

新型うつってなに？
臨床心理士　山藤奈穂子

の
う
つ
症
状
が
あ
り
な
が
ら
、「
う

つ
病
」
ら
し
く
な
い
人
が
「
新
型

う
つ
」
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
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設
立
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催

　

５
月
27
日
に
開
催
し
た
一
般
社
団

法
人
設
立
総
会
に
引
き
続
き
、
設
立

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
来
賓

の
行
政
関
係
者
や
政
党
代
表
と
と
も

に
、
歴
代
役
員
等
も
出
席
し
て
、
新

生
県
労
福
協
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

祝
い
ま
し
た
。

　

新
理
事
長
に
就
任
し
た
東
幸
也
理

事
長
は
、「
組
合
員
だ
け
で
な
く
全

て
の
勤
労
者
の
要
望
や
期
待
に
応
え

て
、
県
労
福
協
の
運
動
を
継
承
し
更

に
強
化
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
法

人
化
を
し
た
。
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
県
労
福
協
に
対
し
て
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

第
21
回
鹿
児
島
地
域
労
福
協

連
合
地
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

鹿
児
島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

と
連
合
鹿
児
島
地
域
協
議
会
が
毎
年

共
催
で
開
催
し
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
と
健
康
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
５
月
22
日
に
鹿
児
島
市

で
開
催
し
、
21
単
組
・
支
部
・
分
会

か
ら
計
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

18
時
30
分
に
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
、

職
場
や
単
組
の
仲
間
、
家
族
で
２

ゲ
ー
ム
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
ト
レ

ス
発
散
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ム
後
の
表
彰
で
は
、
参
加
賞
は

も
ち
ろ
ん
、
入
賞
11
本
、
飛
び
賞
50

本
、
特
別
賞
10
本
と
多
数
あ
り
、
内

容
も
黒
毛
和
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー

キ
や
黒
豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、ビ
ー
ル
、

洗
剤
セ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
多
彩

で
、
参
加
者
は
親
睦
と
と
も
に
、
賞

品
ゲ
ッ
ト
も
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝

は
、
２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
３

５
７
で
退
職
教
職
員
連
絡
協
議
会
の

海
江
田
昌
邦
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南薩メーデー

鹿
児
島
地
域
労
福
協

第
21
回
定
期
総
会
開
催

　

鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
６
月
６

日
（
木
）
鹿
児
島
市
で
、
役
員
・
代

議
員
35
名
が
出
席
し
て
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
新
年
度
も
引
き
続

き
、
①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
被
災

地
の
復
興
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

②
労
働
組
合
と
労
金
や
全
労
済
の
事

業
団
体
が「
と
も
に
運
動
す
る
主
体
」

と
し
て
関
係
を
強
め
、「
し
あ
わ
せ

創
造
運
動
」「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の

あいさつする東幸也新理事長

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、歓
談
・
交
流
が
行
わ
れ
、

新
生
県
労
福
協
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
、
着
実
な
前
進
を
確
認
す
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

開会あいさつをする片野田副会長

防
災
・
保
障
点
検
運
動
」
に
取
り
組

む
。
③
労
働
者
の
福
祉
や
生
活
支
援

に
取
り
組
む
。
具
体
的
に
は
、
各
種

講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
開
催
、
安

心
ネ
ッ
ト
か
ご
し
ま
の
充
実
。
④
社

会
的
運
動
と
し
て
、
反
貧
困
・
生
活

底
上
げ
、
政
策
制
度
実
現
に
取
り
組

む
。
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

立
神
光
司
会
長
以
下
の
役
員
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
交
流
会
で
各
加
入
団

体
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
人

的
つ
な
が
り
を
強
め
ま
し
た
。

第84回メーデー 地方開催のスナップ　前号からのつづき

南薩メーデー

カンボジア

子ども教育支援カンパ
継続中

　昨年末はカンパ金で261名分の４
教科の教科書を寄贈しました。
　引き続きカンパの取り組みを行っ
ています。ご協力をお願い致します。

（６月４日現在）
連合熊毛　10,728円
連合南薩　 5,582円

■振込先
　金融機関　九州労働金庫鹿児島南支店
　口座№　　３２７３８６１
　口座名義　鹿児島県労働者福祉協議会

表彰式…どの賞品をゲットしたかな？



月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

教育10年以内、その他７年以内
九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの方なら
　　　どなたでもご相談いただけます。

または

または

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima.rofuku.net/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

結婚したい !
医療費がかさむ !
葬祭費用が…!
お子様の教育費 !

介護費用が要る !

育児費用が要る !

2013年６月15日発行
毎月１回15日発行 第 631 号　（8）かごしま労働者福祉だより（ ）

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
３
年
７
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
名
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

4
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

77
通
で
、
77
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀
「
夏
」
は
「
ナ
ツ
」
ま
た
は
「
カ
」
と
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
二
重
ワ
ク
の
７
文
字
を
う
ま
く
な
ら
べ
る
と
言
葉
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。
答
え
の
ヒ
ン
ト
・
中
の
絵
。

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
得
意
技
。
歌
舞
伎
由
来
の

言
葉

５
　
事
業
な
ど
に
必
要
な
資
金

を
用
だ
て
る
こ
と

７
　
…
…
の
高
い
ヒ
ー
ル

９
　
尾
を
つ
く
っ
て
い
た
骨
が

退
化
し
た
も
の

11
　「
ホ
タ
ル
」が
い
ま
す
。「
ヤ

リ
」
も
い
ま
す

12
　
ひ
ど
く
感
心
し
た
と
き
に

巻
き
ま
す

14
　
足
の
た
く
さ
ん
あ
る
ひ
ら

た
く
て
長
い
虫

16
　
自
由
に
使
え
る
時
間

17
　
最
高
気
温
が
30
度
以
上
の

暑
い
日

19
　
古
都
と
い
え
ば
…
…
、
京

都

20
　
…
…
プ
ッ
ト
、
入
力

21
　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
最

大
の
都
市

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
試
合
の
前
に
…
…
体
操

２
　
…
…
、
良
、
可

３
　
お
化
け
登
場
の
時
刻
と
い

え
ば

４
　
名
誉
を
…
…
す
る

６
　
サ
ッ
カ
ー
く
じ

８
　「
案
山
子
」、
何
て
読
む
？

10
　
千
円
は
紙
幣
、
百
円
は

…
…

13
　「
当
た
っ
た
た
め
し
が
な

い
」。
…
…
く
じ

14
　
百
戦
百
勝
で
す

15
　
で
た
ら
め
な
う
わ
さ

16
　
雨
天
中
止
の
場
合
は
…
…

に
行
い
ま
す

18
　
あ
の
選
手
は
…
…
に
強
い

19
　
一
…
…
去
っ
て
ま
た
一

答え「サミダレ」
 　　（五月雨）

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

徳
田　

利
光　
　

前
畑　

貞
子

　

蒲
ケ
原
哲
子　
　

才
田　

初
男

　

前
田　

綾
香　
　

山
之
口
光
雄

　

川
畑　
　

強　
　

橋
口　

隆
子

　

平
田　

光
治　
　

冨
吉　

綾
子

　

上
山　

大
輔　
　

山
之
内
廣
子

　

堀
脇　

淳
一　
　

上
野　

道
子

　

山
村　

勝
清　
　

柳
田　

陽
子

　

鶴
田　

道
正　
　

下
野　

美
咲

　

山
根　

喜
治　
　

仲　

さ
お
り

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します

まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

上記の地区以外の労働相談は 0120-154-052

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別
途費用がかかる場合があります。


